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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正
月
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

１
月

10

日
に
は
第

52

回
卸
団
地
組
合
年

始
会
を
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご

多
忙
の
中
、
塩
田
鹿
児
島
県
知
事
、
下
鶴
鹿
児
島

市
長
、
そ
し
て
地
元
選
出
の
国
会
議
員
の
先
生

方
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
多
数
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
毎

年
恒
例
の
年
始
会
を
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
旦
に
能

登
半
島
地
震
が
起
こ
る
と
い
う
悲
し
い
出
来
事

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
八
月
に
は
、
日
向
灘
地
震

で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
夏
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高
を

記
録
し
、
能
登
半
島
被
災
地
や
県
内
の
与
論
島

で
は
記
録
的
大
雨
も
発
生
、
台
風
十
号
が
県
内

を
直
撃
す
る
な
ど
自
然
災
害
が
多
く
、
防
災
へ

の
意
識
が
一
層
高
ま
る
年
で
し
た
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
方
で
明
る
い
出
来
事
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
、
大
谷
翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

で
史
上
初
の
「
五
十
・
五
十
」
を
達
成
し
、
二
年

連
続
三
度
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、

我
々
に
自
信
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
銀
行
が
十

七
年
振
り
に
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
を
行
う
な

ど
「
金
利
あ
る
世
界
」
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
外
国
為
替
市
場
で
は
一
時
、
一
ド

ル
＝
百
六
十
円
台
ま
で
円
安
・
ド
ル
高
が
進
み
、

約
三
十
四
年
振
り
の
円
安
水
準
を
記
録
、
製
造

業
で
の
輸
出
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
株
式
市
場

で
も
、
日
経
平
均
株
価
が
バ
ブ
ル
期
の
最
高
値

を
超
え
て
、
四
万
円
台
に
達
す
る
な
ど
、
失
わ
れ

た
三
十
年
か
ら
の
脱
却
を
印
象
づ
け
る
動
き
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
国
内
経
済
は
、
新

た
な
成
長
局
面
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
ま
す

が
、
我
々
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足
や

賃
上
げ
、
物
価
高
騰
や
価
格
転
嫁
の
面
に
お
い

て
厳
し
い
状
況
が
今
も
続
い
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
当
組
合
と
し
て
、
新

規
事
業
を
研
究
・
推
進
・
実
現
化
す
る
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
勉
強
会
を
数
度
に
渡
り
開
催
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
や
、
次
世
代
の
組
合
を
担
う

若
手
経
営
者
の
組
織
を
立
ち
上
げ
・
サ
ポ
ー
ト

す
る
な
ど
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
団
結
し

て
前
を
向
き
、
未
来
に
向
け
た
礎
を
築
く
重
要

な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

地
域
活
動
で
は
、
こ
の
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま

つ
り
を
は
じ
め
、
音
楽
祭
や
０
０
７
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
新
た
に
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事
も
開

催
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
当
組
合
と
し
て
は
組
合
理

念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
経
営
基
盤
、
財
務
基
盤

の
更
な
る
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
団
結
・

躍
進
の
精
神
で
、
組
合
員
の
更
な
る
発
展
や
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
一
層
貢
献
し
て
参
り
た
い

所
存
で
す
。 

本
年
は
、
昭
和
百
年
、
終
戦
か
ら
八
十
年
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
十
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
る
年
で
す
。
政
府
経
済
見
通
し
で
は
、
経
済

対
策
の
押
し
上
げ
効
果
に
よ
っ
て
個
人
消
費
が

改
善
し
、
内
需
が
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
見
通

し
で
す
。
「
百
三
万
円
の
壁
」
の
引
上
げ
な
ど
、

所
得
環
境
の
改
善
な
ど
も
期
待
さ
れ
、
実
質

G

D

P

成
長
率
は
プ
ラ
ス
成
長
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
一
方
で
、
物
価
は
引
き
続
き
上
昇
基

調
を
た
ど
っ
て
お
り
、
日
銀
に
よ
る
追
加
利
上

げ
も
今
後
想
定
さ
れ
る
中
、
我
々
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
、
不
透
明
な
状
況
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
、
ど
の
よ
う
な
外

交
・
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
世
界
経

済
も
依
然
、
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
を
抱
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
に
成
立
し
ま
し
た
令
和
六
年
度

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
の
総
額
が
十
三
兆
円

を
超
え
る
大
型
補
正
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
小
企
業
対
策
に
も
多
く
の
予
算
が
割
り
振
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
財
政
面
か
ら
の
下
支
え

も
大
い
に
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
日
、
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
国
会
議
員
の

先
生
方
、
そ
し
て
塩
田
知
事
、
下
鶴
市
長
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
中
小
企
業
の
目
線
に

立
っ
た
施
策
を
、
切
れ
目
無
く
実
行
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
」
で
す
。
所
説
ご
ざ
い

ま
す
が
、「
乙
」
は
次
へ
の
成
長
を
待
っ
て
力
を

た
め
て
い
る
状
態
を
表
し
、「
巳
」
は
、
植
物
が

最
大
限
ま
で
成
長
し
た
状
態
を
意
味
す
る
よ
う

で
す
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
成
長
を
目
指
し
て

努
力
し
、
力
を
蓄
え
、
成
果
を
試
す
年
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
す
る
ヘ

ビ
は
、
再
生
を
意
味
し
、
過
去
の
失
敗
も
新
た
な

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

理
事
長 

小
正
芳
史 
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成
長
へ
と
変
え
る
転
機
と
な
る
年
で
あ
る
と
も

解
釈
で
き
ま
す
。 

我
々
組
合
員
が
共
に
努
力
し
助
け
合
い
、
先

人
達
が
築
い
た
教
え
を
胸
に
常
に
前
進
し
、
大

き
な
夢
に
向
か
い
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
組
合
・
組
合
員
の
更
な

る
飛
躍
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
    

１
月

10

日
（
金
）

15

時
よ
り
オ
ロ
シ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
第
１
展
示
場
に
て
第

52

回
年
始
会

を
開
催
し
た
。 

 

本
年
も
関
係
機
関
か
ら
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、

組
合
員
な
ど
総
勢

90

名
の
参
加
と
な
っ
た
。
今

年
も
開
会
前
に
琴
と
尺
八
に
よ
る
正
月
に
相
応

し
い
曲
を
演
奏
し
て
頂
き
、
年
始
を
実
感
す
る

会
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
で
国
歌

「
君
が
代
」
と
「
１
月
１
日
」
を
斉
唱
し
、
当
組

合
の
下
堂
薗
副
理
事
長
が
音
頭
を
と
り
、
組
合

理
念
を
唱
和
し
た
。 

 

年
頭
の
挨
拶
を
当
組
合
の
小
正
理
事
長
が
行

い
、
昨
年
の
出
来
事
を
は
じ
め
、
今
年
の
抱
負
を

語
っ
た
。 

         

小
正
理
事
長
の
挨
拶
を
頂
い
た
後
に
、
来
賓

祝
辞
を
行
っ
た
。
多
数
の
方
が
ご
臨
席
し
て
い

た
た
め
、
来
賓
を
代
表
し
て
塩
田
康
一
鹿
児
島

県
知
事
、
下
鶴
隆
央
鹿
児
島
市
長
よ
り
祝
辞
を

頂
い
た
。 

                     

ス
テ
ー
ジ
が
開
き
、
来
賓
の
方
と
当
組
合
の

小
正
理
事
長
合
わ
せ
て

10

名
が
法
被
と
豆
絞

り
を
着
用
し
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
。
進
行
役

の
掛
け
声
と
共
に
小
槌
が
振
り
下
ろ
さ
れ
、
無

事
に
鏡
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
県
の

「
お
も
て
な
し
県
民
条
例
」
に
よ
り
、
南
日
本
銀

行
・
田
中
暁
爾
取
締
役
頭
取
の
音
頭
の
も
と
、
焼

酎
に
よ
る
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。
乾
杯
後
は
、
宮
路

外
務
副
大
臣
よ
り
、
国
政
報
告
を
兼
ね
て
新
年

の
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。 

 

   
 

      
 

挨
拶
を
終
え
た
後
に
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
会
食
を
し
な
が
ら
の
歓

談
が
始
ま
っ
た
。
場
が
和
ら
い
だ
と
こ
ろ
で
正

副
理
事
長
と
宮
路
外
務
副
大
臣
、
塩
田
県
知
事
、

商
工
中
金
鹿
児
島
支
店
の
藤
田
支
店
長
に
よ
る

組
合
歌
が
披
露
さ
れ
た
。 

 

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
の
ち
、
当
組

合
の
弓
場
副
理
事
長
に
よ
り
、
閉
会
の
挨
拶
を

行
い
、
第

52

回
年
始
会
は
終
了
し
た
。 

                

第 

52 

回 
年 
始 

会 

下鶴鹿児島市長 塩田鹿児島県知事 

小正理事長 

組合歌「輝け!!オロシティー」を全員で合

唱 

宮路外務副大臣 
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令
和
６
年

12

月

14

日
に
毎
年
恒
例
と
な

る
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

山
形
屋
７
階
に
あ
る
社
交
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

組
合
の
代
表
者
及
び
金
融
機
関
関
係
者
合
わ
せ

て

50

名
の
参
加
と
な
っ
た
今
年
度
は
サ
ウ
ン

ズ
ウ
ィ
ン
ド
の
音
色
と
と
も
に
出
迎
え
ら
れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
ち
、
玉
利
実
行
委
員
長
が
挨
拶

を
行
い
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。 

                 

乾
杯
を
行
っ
た
後
に
サ
ン
タ
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
参
加
し
た
子
供
た
ち
に
渡

し
回
っ
た
。
ま
た
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
は

サ
ウ
ン
ズ
ウ
ィ
ン
ド
の
計
ら
い
に
よ
り
、
ク
リ 

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
演
奏
し
て
お
り
、
子
供
た
ち

は
大
い
に
喜
ん
で
い
た
。 
 

           

会
場
が
盛
り
上
が
る
中
、
サ
ウ
ン
ズ
ウ
ィ
ン

ド
の
演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
１
曲
目
は
昨
年
９

月

14

日
に
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
活
性
化
事
業
『
映
画
～
０
０

７
は
二
度
死
ぬ
～
鹿
児
島
ロ
ケ
地
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
』
で
も
題
材
に
し
て
い
た
映
画
０
０

７
の
主
題
歌
『Y

o
u

 O
n

ly L
ive T

w
ice

』
を
演

奏
し
た
。
三
重
奏
で
奏
で
て
い
る
と
は
思
え
な

い
重
厚
感
が
会
場
内
に
響
き
渡
り
、
参
加
者
全

員
が
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、
演
奏
会
で
は
リ

ク
エ
ス
ト
曲
に
対
応
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
か

ら
冬
に
合
わ
せ
た
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
、
即

興
で
の
演
奏
も
楽
し
め
た
。 

           

本
年
度
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

小
正
理
事
長
よ
り
当
選
し
た
参
加
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。
山
形
屋
か
ら
景
品
の
提

供
も
あ
り
、
名
物
で
あ
る
『
か
た
焼
き
そ
ば
』
を

巡
っ
た
抽
選
で
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。 

            

最
後
に
、
下
堂
薗
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
は
無
事
、
終
了
し
た
。 

    

11

月

10

日
（
日
）、
福
利
厚
生
委
員
会
主
催

の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、
福
利
厚
生
委
員
会

の
塗
木
副
委
員
長
、
中
島
副
委
員
長
を
含
む
組

合
企
業
社
員
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
、
総
勢

36

名

が
参
加
し
ま
し
た
。
古
川
委
員
長
は
所
用
の
た

め
、
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
は

一
日
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

ツ
ア
ー
当
日
は
、
午
前

8

時

30

分
に
組
合

会
館
を
出
発
し
、
最
初
の
目
的
地
「
万
世
特
攻
平

和
祈
念
館
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
鹿

児
島
県
内
で
特
攻
基
地
と
し
て
僅
か

4

カ
月

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 玉利イベント実行委員長より開会の挨

拶 

山形屋 ７階 社交室より 

サンタから子供達に 

クリスマスプレゼント 

サウンズウィンドによる素晴らしい生演

奏に 

皆さん大満足でした 

プレゼンターの小正理事長と 

１等景品を受け取る吉田支店長 

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
体
験
記 
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間
だ
け
使
用
さ
れ
た
幻
の
万
世
飛
行
場
跡
に
あ

る
「
万
世
特
攻
平
和
祈
念
館
」
を
見
学
し
ま
し

た
。 そ

の
後
は
、
津
貫
蒸
留
所
祭
り
を
見
学
。
ウ
イ

ス
キ
ー
や
焼
酎
の
試
飲
を
楽
し
み
、
ほ
ろ
酔
い

気
分
で
昼
食
会
場
の
ア
リ
ラ
ン
ミ
ー
ト
マ
ル
シ

ェ
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ア
リ
ラ
ン
ミ
ー
ト
マ
ル

シ
ェ
で
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
敷
地
の
中

で
、
セ
ル
フ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
し
、
お
腹
も

心
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。 

ツ
ア
ー
の
締
め
く
く
り
に
は
、
日
置
・
嘉
之
助

蒸
溜
祭
２
０
２
４
を
訪
問
。
こ
こ
で
も
ウ
イ
ス

キ
ー
や
焼
酎
の
試
飲
を
楽
し
み
、
各
自
お
買
い

物
を
楽
し
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最

後
に
訪
れ
た
江
口
蓬
莱
館
で
は
、
新
鮮
な
海
の

幸
や
地
元
特
産
品
の
買
い
物
を
楽
し
み
、
バ
ス

は
Ｊ
Ｒ
谷
山
駅
に
寄
っ
た
後
、
16

時
過
ぎ
に
無

事
に
組
合
会
館
に
戻
り
ま
し
た
。（
事
務
局
中
村
） 

                 

    

令
和
６
年

11

月

25

日
、

26

日
に
事
務
局

職
員
含
む
７
名
に
て
、
長
崎
へ
未
来
戦
略
委
員

会
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。
長
崎
で
は
協
同
組
合

長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
の
視
察
と
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。
協
同
組
合
長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
の
石
丸
理

事
長
を
始
め
、
武
藤
副
理
事
長
、
田
中
副
理
事

長
、
喜
々
津
理
事
、
松
尾
事
務
局
長
、
藤
野
事
務

局
職
員
に
温
か
く
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
交
流

会
は
始
ま
っ
た
。 

 

当
組
合
会
館
は
現
在
、
建
築
以
来

52

年
を
迎

え
る
が
、
会
館
の
再
整
備
に
向
け
て
、
委
員
会
や

新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
検

討
し
て
い
く
と
こ
ろ
だ
。
協
同
組
合
長
崎
卸
セ

ン
タ
ー
で
は
令
和
４
年
に
新
た
な
組
合
会
館

『
長
崎

Biz

セ
ン
タ
ー
』
に
再
整
備
を
し
て
い
た
。

そ
の
概
要
に
関
し
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
新

た
な
事
業
の
着
想
を
得
る
た
め
、
長
崎
卸
セ
ン

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
行
っ
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。 

              

 

１
時
間
半
に
渡
る
意
見
交
換
会
を
経
て
、
残

り
の
時
間
で
新
し
い
組
合
会
館
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。
時
代
や
立
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

素
晴
ら
し
い
組
合
会
館
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
歓

談
を
経
て
無
事
、
交
流
会
は
終
了
し
た
。 

                 

ま
た
、
長
崎
で
は
『
出
島
』
『
大
浦
天
主
堂
』

『
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
』
な
ど
視
察
を
行

っ
た
。
以
前
と
比
べ
て
都
市
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
特
に
長
崎

ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
は
ガ
イ
ド
に
１
時
間
ほ
ど

案
内
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
様
々
な
ギ
ミ
ッ

ク
に
対
応
し
て
お
り
、
説
明
を
受
け
る
度
に
感

嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
長
崎
へ
訪
れ
た
い

も
の
だ
。 

     

長崎 Bizセンターにて 

意見交換会の様子 

長崎卸センターと未来戦略委員会 

のメンバーで集合写真 

アリランミートマルシェにて 

バーベキューを楽しむ参加者 

未
来
戦
略
委
員
会
研
修
旅
行 
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12

月

3

日
（
火
）
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
、

第
２
回
目
と
な
る
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
を
行
っ
た
。
今
回
は
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

よ
り
講
師
を
お
呼
び
し
、
新
規
事
業
の
研
究
・
推

進
・
実
現
化
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
主
な
テ
ー
マ
は
新
し
い
組
合
会
館
へ
の
立

て
直
し
の
話
で
あ
っ
た
。
数
々
の
実
績
を
も
つ

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
な
ら
で
は
の
提
案
で
あ

り
、
新
し
い
組
合
会
館
の
実
現
化
に
向
け
た
説

得
力
の
あ
る
提
案
で
あ
っ
た
。
提
案
内
容
が
魅

力
的
で
あ
っ
た
た
め
か
参
加
者
か
ら
は
様
々
な

質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
も
し
、
新
し
く
組
合

会
館
が
出
来
た
場
合
、
鹿
児
島
市
の
南
地
区
が

更
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

                 

     

12

月
９
日(

月)

、
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
、
福

利
厚
生
委
員
会
主
催
の
第
２
回
目
と
な
る
い
き

い
き
健
康
講
座
が
開
か
れ
た
。
今
回
は
鹿
児
島

徳
洲
会
病
院
の
院
長
で
あ
る
保
坂
征
司
院
長
様

を
講
師
と
し
て
講
演
し
て
頂
い
た
。
三
大
疾
病

で
あ
る
癌
や
胆
石
症
な
ど
の
お
話
を
さ
れ
た
。

胆
石
症
と
は
胆
の
う
の
中
に
砂
粒
の
よ
う
な
か

た
ま
り
（
胆
石
）
が
で
き
、
胆
の
う
の
出
口
や
、

十
二
指
腸
へ
つ
な
が
る
胆
管
に
胆
石
が
詰
ま
り
、

激
し
い
痛
み
を
引
き
起
こ
す
も
の
だ
。
こ
の
胆

石
は

10

人
に
１
人
が
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
た
め
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。
エ
コ
ー
検
査
に
よ
り
見
つ
か
る
も
の
な

の
で
気
に
な
る
方
は
是
非
、
受
診
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

                

     

11

月
５
日
（
火
）、
第
２
展
示
場
に
て
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
か
ご
し
ま
こ
ど
も
食
堂
支

援
セ
ン
タ
ー
た
く
し
て
」
に
対
し
て
、
本
年
も
当

組
合
よ
り
文
房
具
や
生
活
用
品
な
ど
の
支
援
品

を
贈
呈
し
、
寄
贈
式
を
行
っ
た
。
当
組
合
か
ら
は

正
副
理
事
長
や
理
事
を
合
わ
せ
て

13

名
参
加

し
、
こ
ど
も
食
堂
か
ら
は
７
名
の
参
加
と
な
っ

た
。
小
正
理
事
長
は
「
ノ
ー
ト
な
ど
で
子
供
た
ち

に
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
思

い
で
寄
贈
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
そ
れ
を
受
け
と

っ
た
友
愛
の
里
の
髙
橋
会
長
は
「
ち
ょ
う
ど
子

供
た
ち
、
小
中
学
生
が
い
る
の
で
鉛
筆
や
ノ
ー

ト
っ
て
言
え
ば
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
」

と
コ
メ
ン
ト
。 

当
組
合
は
組
合
理
念
の
一
つ
で
あ
る
【
組
合

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
】

を
象
徴
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
。 

               

令
和
６
年
度
第
２
回
い
き
い
き
健
康
講
座 

第
２
回
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

令
和
６
年
度
こ
ど
も
食
堂
寄
贈
式 

第２回新規事業プロジェクト会議の様子 

（講師：大和リース㈱内門支店長様、他４名） 

令和６年度第２回いきいき健康講座の様子 

（講演者：徳洲会病院の保坂院長様） 

令和６年度こども食堂寄贈式 
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皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。 

令
和

7

年
１
月
１
日
付
で
経
理
課
兼
総
務

課
で
入
局
致
し
ま
し
た
、
卸
団
地
組
合
事
務
局

の
川
野
進
也(

か
わ
の
し
ん
や)
と
申
し
ま
す
。

年
齢
は
今
年
の

5

月
に

40

歳
と
な
り
、
妻
と
、

8

歳
（
小
学
２
年
生
）
の
長
女
と
、
4

歳
（
年

少
）
の
長
男
の
４
人
家
族
で
す
。
前
職
は

18

年

程
農
業
協
同
組
合
に
て
様
々
な
業
務
に
携
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
。
新
た
な
環
境
と
初
め
て
の
業

務
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
新
た
な
環
境
で
皆
様
と
共
に
成
長
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

不
慣
れ
な
点
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
日
で
も
早
く
業
務
を
覚
え
、
組
合
員
の
皆
様

と
交
流
し
皆
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

    

次
回
で
第
３
回
目
と
な
る
、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
年
々
募

集
の
数
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
か
ら
は

「
春
夏
部
門
」「
秋
冬
部
門
」
に
分
け
て
作
品
募

集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
応
募

要
項
は
本
誌
の

10

～

11

ベ
ー
ジ
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
過
去
の
受
賞
者
の
作
品
を
載
せ
て
お

り
ま
す
。
ご
参
考
下
さ
い
。（
第
２
回
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
金
賞
作
品
は
本
誌

10

ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。） 

                    

                                    

新
入
職
員
の
ご
挨
拶 

１
月
１
日
付
入
局 

川
野
進
也
職
員 

第
３
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

開
催
の
ご
案
内 

第１回オロシティーフォトコンテスト 

金賞作品【歴史ロマンあふれる夜】 

第１回オロシティーフォトコンテスト 

銀賞作品【丸池湧水】 

第２回オロシティーフォトコンテスト 

銀賞作品【朝焼け】 第２回オロシティーフォトコンテスト 

奨励賞作品【水の癒し】 
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支店長 藤田 識雄 

 

鹿
児
島
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合 

理
事
長 

小 

正 

芳 

史 

組

合

員

一

同

 

迎
春
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迎 春 

本年もよろしくお願い申し上げます 

がん全身検査（ペットがんドック）でご安心を 
（割引制度があります オロシティー事務局へご相談下さい） 

 

厚地記念クリニック         

PET（ペット）画像診断センター 

照国町 12-1 TEL：099-226-8871 
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金賞
賞金

15,000円

主催 オロシティーフォト
コンテスト実行委員会

＜お問い合わせ・応募先＞
〒891-0123
鹿児島市卸本町6-12
鹿児島総合卸商業団地協同組合
担当 益満
Tel 099-260-2111
Fax 099-260-2109
Mail   event@orocity.or.jp
受付時間 平日9：00～17：00

前回金賞作品「直島の夏」

第3回オロシティーフォトコンテスト
応募期間 2025年2月１４日～2025年４月１４日

※応募作品の裏面に貼り付けてください

企業名

撮影日

年齢

〒

撮影場所

電話番号

ふりがな

氏　名

住　所

        年  　 月  　日

オロシティーフォトコンテスト

ふりがな

題　名

応募用紙(コピー可)

春夏部門

・

秋冬部門

※紙面で応募の場合

春夏部門

秋冬部門

銀賞
賞金

10,000円

金賞
賞金

15,000円

銅賞
賞金

5,000円×2点

奨励賞
賞金

3,000円×3点

銀賞
賞金

10,000円

奨励賞
賞金

3,000円×3点

銅賞
賞金

5,000円×2点

理事長賞

理事長賞
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１．審査方法 ◆鹿児島総合卸商業団地協同組合 正副理事長、オロシティーフォトコンテスト実
行委員会(プロカメラマンを含む)にて審査いたします。

２．応募資格 ◆鹿児島総合卸商業団地協同組合 組合員企業の関係者（従業員・パート、その家
族、取引先企業等）であれば応募は自由です。

３．作品規定 ◆【春夏部門】【秋冬部門】あります。部門を選択の上、応募をお願いします。
（両部門の応募は可。また、応募期間以前に撮影した写真でも可）

◆自然風景・アウトドア・クラブ活動・家族写真・卸団地内風景・おはら祭り
・サマーナイト・オロシティー夏まつり 007イベントなどの組合行事、鹿児島
で開催されたイベントなども作品対象とします（鹿児島以外の写真もOK）。

◆単写真のプリントもしくは画像データでの応募(組写真は不可)
◆応募作品について
・応募作品は未発表の写真に限ります。
・他のコンテストへの二重応募または類似作品とみなされる作品は失格と

させていただく場合がございます。
・被写体が人物の場合、ご応募に関しては必ず本人(被写体)の承認をいただいて

ください。また、被写体が未成年の場合は親権者の承認をお願いします。
・他人の著作権、肖像権を侵害するような行為が行われた場合、それらに

関するトラブルの責任は一切負いかねます。
・応募者本人が撮影し、すべての著作権を有している写真に限ります。
・入賞決定後に違反などが判明した場合には、入賞を取り消しさせていた

だく場合がございます。
・応募写真を極端に画像処理・加工された作品は対象外とさせていただきます。

４．応募方法 ◆応募枚数 一人何点でも可。（１部門のみの応募も可）
①応募用紙(表面)に作品を貼り付けて部門を選択した上でのご応募

現像又は印刷した作品を応募用紙にセロハンテープにて貼り付け、郵送頂く
かオロシティー事務局(鹿児島市卸本町６－１２)まで持参ください。

②画像データをメールに添付してのご応募
作品の画像データ（JPEG、PNG形式）を添付し、作品・応募者の情報

（作品題名、〇〇部門、所属企業名、応募者氏名、住所、電話番号、撮影日、
撮影場所）をメール本文に記載し送信ください。
※アドレス：event@orocity.or.jp

５．出品料 ◆無料
６．応募作品の ◆応募作品の著作権は撮影者に帰属します。

著作権・ ◆オロシティーフォトコンテスト事務局は入賞作品を無償で使用する権利を有し
使用権 ます。

・入賞作品は主に以下の目的で使用します。
〇オロシティー広報宣伝物（ホームページ・オロシティーニュース表紙・ポス

ター・チラシ等の印刷物）※撮影者の氏名を表示する場合があります。
７．応募作品 ◆応募作品に関しては、原則返却いたしませんのでご了承ください。

の返却 ※応募写真の返却を希望される方は、必要金額分の切手を貼付した返信用封
筒を同封ください。

８．入賞 ◆入賞された方は写真画像を展示用にプリントしますのでデータの提供をお願い
します。（入賞された方へ事務局より改めて通知いたします。）
入賞された方の賞金・賞品は、原則本人へお渡しいたします。
但し、遠方またはご自身の理由でお越しになれない場合は送付させていただき
ます。その際の送料・振込手数料は入賞者負担とさせていただきます。

９．審査発表 ◆入賞者へは直接郵送にて内定のお知らせをいたします。
コンテスト審査発表は令和7年4月もしくは5月を予定しております。入賞作品
の画像データをご提出いただきます。データは返却いたしませんので、コピー
を保存いただきご送付ください。期限までにデータのご提出がない場合には、
入賞を取り消しさせていただくこともございますのでご了承ください。

10．その他 ◆応募用紙に記載させていただく個人情報は、入賞通知、賞品の送付等、運営に
必要な範囲にて使用いたします。入賞者以外の個人情報は審査終了後、破棄さ
せていただきます。

第３回 オロシティーフォトコンテスト 応募要領
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皆
さ
ま
へ
当
組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
ご
案

内
す
る
た
め
、
公
式
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
直
接
受
け
取
れ
ま
す
。

是
非
、
お
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

          

当
組
合
の
月
極
駐
車
場
に
空
き
が
出
て
い
ま

す
。
第
一
駐
車
場
（
卸
本
町
５―

33

ニ
シ
ム
タ
前
）

に
７
台
空
き
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
企
業

は
、
当
組
合
事
務
局
（
２
６
０―

２
１
１
１
）
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

     

令
和
７
年
２
月

21

日
（
金
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
第
３
展
示
場
に
て
、
福
利
厚
生
委
員
会
主

催
の
い
き
い
き
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

は
徳
洲
会
病
院
の
看
護
師
、
中
村
幸
司
氏
を
お
招

き
し
、『
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
一
時
救
命
処
置
）
講
習
会
』
の

内
容
で
講
座
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
活
用
で
き
る
内
容
に
な
り
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

令
和
７
年
１
月
１
日
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
商
団

連
様
の
機
関
誌
に
、
当
組
合
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
お
手
元
に
機
関
誌
（
第
３
５
９
号
）
が

あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

                

【
令
和
７
年
２
月
】 

  

３
日 
・
理
事
会 

 
 

 
 

・
１
部
会
、
２
部
会
合
同
新
年
会 

  

４
日 

・
広
報
研
修
委
員
会 

  

５
日 

・
長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
様
来
訪 

  

６
日 

・
第

75

回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

  

７
日 

・
青
藍
会
新
年
会 

  
 

日 

・
総
務
委
員
会
及
び
懇
親
会 

  
 

日 

・
４
部
会
新
年
会 

  
 

日 

・
未
来
戦
略
委
員
会
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

 
 

・
い
き
い
き
健
康
講
座 

 
 

 
 

・
福
利
厚
生
委
員
会 

  
 

日 

・
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

  
 

日 

・
３
部
会
、
５
部
会
合
同
新
年
会 

 

【
令
和
７
年
３
月
】 

  

３
日 

・
理
事
会 

  
 

日 

・
未
来
戦
略
委
員
会 

 

【
令
和
７
年
４
月
】 

  

８
日 

・
新
入
社
員
合
同
歓
迎
式 

 
 

 
 

・
新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修 

  
 

日 

・
広
報
研
修
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

    

事
務
局
か
ら
公
式
ラ
イ
ン
の
ご
案
内 

LI NE友達登録用 

QRコード 

事
務
局
か
ら
空
き
駐
車
場
の
ご
案
内 

い
き
い
き
健
康
講
座
の
ご
案
内 

福
利
厚
生
委
員
会
か
ら 

機
関
誌 

商
団
連
に
当
組
合
の
記
事
が
掲
載 

 

組 

合 

行 

事 

予 

定 
13 20 21 

25 18 11 謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の

災
害
が
１
年
を
通
し
て
目
立
っ
て
い
た
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
何
事
も
な
い
こ

と
を
願
い
ま
す
が
、
何
が
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
世
の
中
で
す
。
防
災
対
策
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
は
様
々
な
催
し
物
を
各
組
合

員
の
ご
協
力
の
も
と
、
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
「
社
員
交
流

会
」
や
「
夏
ま
つ
り
」
な
ど
、
組
合
や
地
域
の

方
々
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
行
い
、
皆
様
に
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
。 

広
報
研
修
委
員
会 

委
員
長 

玉
利 

佳
久 

 

 

 

事
務
所
か
ら
の
ご
案
内 
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